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概　要
日程：2018年12月９日（日）～12日（水）。
経費：1,840（千円）。筑波大学より人間学群へ，
平成30年度「学群教育改革推進事業」経費とし
て配分（2018年６月22日，清水諭副学長名）。
事業名：人間学群「台湾・国立嘉義大学での研
修による国際教育協力の理解と深化」
事業目的：台湾の国立嘉義大学と人間学群の学
生との専門的交流の場を設け，学校教育の多様
な実情に触れ，国際教育協力のあり方を学ぶ。
人間学群の学生がアジアの非英語圏でグローバ
ル化を体験することにより，今後の進路の多様
化や，学群コア・カリキュラムに代表される教
育内容の一層の充実をはかる（計画書による）。
対象者：教員は人間学群の各学類から１名選出。
学生は人間学群１－３年生を対象に最大９名程
度を想定し，公募。
募集期間，方法：2018年８月10日から９月28日。
掲示と各学類のクラス担任経由により，人間学
群事務室へ申込。
選考と参加者：人間学群生11名より照会・申込
有，事情によりうち２名辞退。選考を経て計９
名（教育学類１，心理学類６，障害科学類２）
を決定。爾後，健康上の理由により１名辞退，
計８名に。教員は綾部早穂・人間学群長，教育
学類・根津朋実准教授，心理学類・松田壮一郎
助教，障害科学類・森地徹助教，計４名。
参加学生への事前指導：水野（2018）を課題図
書として選定。次の各論題で小論文を作成，綾
部学群長に提出（10月末締切）。A：今回の事
業に応募した動機，理由（1200字程度），B：
課題図書を読んだ感想（1200字から1600字程
度），C：現地で経験したいこと（1200字程度）。
他，11月７日（顔合わせと諸連絡，事前指導），
11月28日（大学紹介に向けた学年ごとの発表練
習，事前指導その２）を実施した。
現地窓口：国立嘉義大学教育学科長・教育学研
究科長，林明煌教授（筑波大学博士課程教育学
研究科・学校教育学専攻修了（2000年度））
通訳：国立台湾師範大学院生・林千又氏（筑波
大学修士課程教育研究科・スクールリーダー
シップ開発専攻・特別聴講学生（2018年春学
期））
事後指導他：2019年２月（予定）。参加者の原
稿を含む報告書を作成し，人間学群コア・カリ
キュラム「キャリアデザイン入門」で配布，紹
介する。
交流内容
国立嘉義大学（嘉大）：12月10日（月）午前，「蘭
潭校区」を訪問，楊徳清国際事務長に記念品を
手交。艾群学長と教員４名とで面談（同席：楊
国際事務長，林教育学科長）。筑波大学の記念
品として純米吟醸「桐乃華」（みに樽1.8ℓ）を
手交。2014年公開の台湾映画「KANO」で知
られる嘉義農林学校，および師範学校を前身と
する嘉大は，2019年に100周年を迎える。今回
の来訪を期に筑波大学との交流をpushしたい
との申出があった（この間，学生は学内見学）。
図書館等を見学後に学生と合流，嘉大の紹介動
画を参観。午後，「民雄校区」の師範学院へ移
動。教室設備を見学後，黄月純師範学院院長と
面談，記念品を手交。教室移動後，嘉大教育学
系３年生約30名が加わり，林教育学科長による
嘉大の紹介があった。筑波大学の記念品として，
林教育学科長に純米吟醸「桐乃華」（まめ樽
300ml）を手交。続けて筑波大生８名が約20分
間，スライドで筑波大学人間学群を学年ごとに
紹介した。スライドは日本語，発表言語は英語
と日本語を併用した。続けて約１時間，学生と
教員とでそれぞれ別個に意見交換を行った。
国立嘉義大学附設実験国民小学：12月11日（火）
午前，嘉義駅近くの校舎を訪問。邱家偉研究主
任の案内により，図書館，校庭，体育館等，校
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内を見学した。その後２限（0925-1005）にコ
ンピュータ室で，Scratch（MIT Media Labo，
繁体字版）を用いたプログラミングの授業（情
報専科担当，６年生28人）を観察した。３限
（1020-1100）は３年生の教室で，国語の授業（学
級担任，28人）を見学した。導入は「王様の耳
はロバの耳」のペープサート（紙人形劇），次
は教科書の読解による登場人物の読み取りへと
進んだ。いずれの授業も教室備付の電子黒板が
用いられた。３限終了後，担当教師２名との質
疑応答の場が20分ほど設けられた。学校給食
（麦入ご飯，豚肉カレー煮，魚のつみれと瓜の
煮物，青菜炒め，とうもろこし入りスープ）を
頂戴した。児童は各自持参の食器に給食を盛り
付け，食後は歯磨き，洗口液を使い，食缶やゴ
ミの片付けをした。モップで清掃する児童もい
る中，照明を消し，「昼寝の時間」が始まった。
高学年は昼寝を嫌がるとのことだった。その後，
来校した陳明聰校長（嘉大特殊教育学系教授）
と会談，記念品を手交。席上，２週間程度の筑
波大生受入の可能性（インターンシップ）につ
いて，陳校長より提案があった。記念撮影後の
1335頃，移動を開始した。
嘉義市立民生国民中学他：12月11日（火），
1400前に到着し，1420頃まで会議室で陳明君校
長による学校紹介動画を視聴した。それから参
観者は２組に分かれ，２つのコンピュータ室で
授業（６時限，1425－1510）を参観した。７年
生（中学校１年生相当，24人）による「資訊」（情
報教育）はパソコン上でScratchを使い，複数
キャラクタの移動と軌跡の処理について，生徒
にプログラムを組ませていた。参加学生も日本
語版のScratchを試用した。情報担当教員によ
れば，今学期は導入としてScratch，次学期は
Pythonへ進むとのことだった。８年生（中学
校２年生相当）の授業は，オープンソースハー
ドウェアのArduinoで，赤・緑・黄色のLED
を制御するプログラム・電子工作を実施してい
た。1525頃から会議室で30分程度，情報担当の
教員３名を交え，新旧課程綱要（日本の学習指
導要領に相当する公的基準）への対応，教員に
求められる資質等について，学生による意見交
換や質疑応答を行った。記念撮影後，文化遺産
「檜意森活村」へ移動し，見学した。ここは30
棟近い日本式家屋（台湾最多）が復元されてお
り，前述「KANO」の撮影でも用いられた。
文　献
水野修平（2018）『台湾の若者を知りたい 』(岩波
ジュニア新書)，岩波書店
関連情報
今回の訪問に関し，次のウェブサイトで記事が
公開された（2018年12月19日確認）。
・国立嘉義大学
http://www.ncyu.edu.tw/NewSite/news4.
aspx?news_sn=3290
・国立嘉義大学附設実験国民小学
http://140.130.211.14/ncyeswww/modules/
tadnews/index.php?nsn=1399
・筑波大学人間学群
http://www.human.tsukuba.ac.jp/gakugun/
archives/501
付　記
繁体字は日本語表記に変換した。
（文責：根津朋実）
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筑波大学と韓国教員大学校（Korea National 
University of Education）は2018年４月に部局
間国際交流協定（本学教育研究科及び人間総合
科学研究科と同大学校教育学研究科間）を締結
した。10月23日にHee-Chan Lew学長が本学を
表敬訪問された際に，本学の教育学と韓国教員
大学校の先生方の研究交流を行いたい旨の提案
があり，12月11日に韓国教員大学校の教育学の
先生方を本学にお招きする形で，最初の研究交
流が実現した。参加者は，本学からは，清水美
憲教育研究科長，磯田正美CRICEDセンター
長，濱田博文教育学域副代表，藤田晃之教育学
類長，樋口直宏スクールリーダーシップ開発専
攻長と藤井（教育学専攻長・教育基礎学専攻
長），韓国教員大学校からは，Kim Do-ki教育
行政学科長及び革新教育専攻長，Sohn Joon-
jong教育社会学科長，Kim Gap-sung教育行政
専攻長，Lee Young-joo教育工学専攻長，Lee 
Seung-eun教授，Huh Byung-kee教授，Choi 
Seong-wook教授である。
最初の研究交流ということもあり，相互の研
究課題を理解するために，両国の教育の現状と
改革動向についてお互いに報告し，意見交換を
行う形をとった。
報告者と報告内容は次の通りである。
Kim Gap-sung教授「主要な教育政策の動向」
Lee Seung-eun教授「教育課程」
Lee Young-joo教授「教育方法及び教育工学―
韓国における教育革新分野」
Sohn Joon-jong教授「韓国における教育革新の
争点」
濱田博文教授「日本の学校経営」
藤田晃之教授「日本における学習指導要領の改
訂とその特質」
報告後にそれぞれについて簡単な質疑応答が
行われた。その後の昼食では２つのグループに
分かれ，お弁当を食べながら研究交流を深め，
次年度以降の研究交流の継続も確認し合った。
なお，本研究交流の実施に当たっては，通訳
として，本学大学院の修了生である森貞美先生
（聖徳大学）と張信愛先生（関東学園大学）に，
全般的な連絡調整役として，学校教育学専攻の
KIM Boyeさんに大変お世話になった。記して
感謝したい。
（文責：藤井穂高）
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